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謹
賀
新
年
令
和
八
年 

元
旦

第18回税に関する絵はがきコンクール入賞作品

遊佐小
土門　渚月さん

一條小
小松　春月さん

琢成小
清水　陽南さん

鳥海小
櫻田　翔大さん

琢成小
小野寺　紬さん

亀ケ崎小
今井　麗愛さん

琢成小
菅原　蓮斗さん

鳥海小
小野寺心都さん

松陵小
小野寺ひよりさん

十坂小
髙橋陽菜実さん

鳥海小
 髙橋　舞桜さん

鳥海小
池田　侑志さん

宮野浦小
大橋　　葵さん

南平田小
小松　莉子さん

泉　小
荒生　大弥さん

琢成小
大類　涼太さん

亀ケ崎小
佐々木柚希さん

亀ケ崎小
齋藤　萌南さん

亀ケ崎小
佐藤　将巳さん

亀ケ崎小
髙井　花恋さん

南平田小
小松原千歩さん

亀ケ崎小
金子　　咲さん

宮野浦小
伊藤　　翔さん

酒田税務署長賞
東北六県法人会連合会

優秀賞

南平田小
佐藤　結衣さん

山
形
県
法
人
会
連
合
会
優
秀
賞

公益社団法人酒田法人会会長賞
東北六県法人会連合会優秀賞

琢成小
本間宗之介さん

山
形
県
法
人
会
連
合
会
優
秀
賞

山形県法人会連合会優秀賞

琢成小
安藤　美結さん

東北六県法人会連合会
全国法人会総連合女性
部会連絡協議会会長賞

南平田小
石黒　葵子さん

山
形
県
法
人
会
連
合
会
優
秀
賞

公益社団法人酒田法人会
女性部会長賞

亀ケ崎小
竹村あかりさん

山
形
県
法
人
会
連
合
会
優
秀
賞

東北六県法人会連合会
山形県法人会連合会女性
部会連絡協議会会長賞

亀ケ崎小
矢野こと埜さん

山
形
県
法
人
会
連
合
会
優
秀
賞

公益社団法人酒田法人会
青年部会長賞

宮野浦小
阿部　彩人さん
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
酒
田
法
人
会
の
諸
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、

自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
の
連
立
に
よ
る
高
市
内
閣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

高
市
総
理
は
所
信
表
明
演
説
の
中
で
、「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
の
考
え

方
を
基
本
と
し
、
強
い
経
済
を
構
築
す
る
た
め
、
責
任
あ
る
積
極
財
政

の
考
え
方
の
下
、
戦
略
的
に
財
政
出
動
を
行
う
」
と
経
済
財
政
政
策
の

基
本
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対

し
て
は
「
賃
上
げ
と
設
備
投
資
を
強
力
に
後
押
し
す
る
」
こ
と
も
表
明

し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
人
手
不
足
や
物
価
の
上
昇
に
加
え
、
本
地
域
で
は
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
企
業
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整

事
務
が
毎
年
見
直
さ
れ
る
な
ど
に
よ
る
事
務
量
の
増
大
も
、
特
に
中
小

企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
市
総
理
に
は
、

地
域
経
済
を
早
急
に
立
て
直
す
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る
政
策
を
打
ち
出

す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

日
本
経
済
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る

中
小
企
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
会
員

の
皆
様
と
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
法
人
会
の
持
つ
力
を
フ
ル
に

発
揮
し
て
、
企
業
・
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
参
る
所
存
で
す
が
、
法

人
会
で
は
、近
年
、会
員
数
の
減
少
が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
今
こ
そ
法
人
会
が
安
定
し
た
運
営
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
組
織
基
盤
の
強
化
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
会
員
拡
大
に
向
け
て
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
酒
田
法
人
会
に
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
事
業
の
ご
繫
栄
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
公
益
社
団
法
人
酒

田
法
人
会
の
皆
様
に
は
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
特
段
の
ご

支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
七
年
を
振
り
返
る
と
、
猛
暑
と
少
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に
加

え
、
国
際
的
な
関
税
問
題
や
物
価
高
及
び
労
働
力
不
足
・
最
低
賃
金
の
大
幅

な
上
昇
な
ど
、
こ
こ
数
年
に
な
か
っ
た
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
山
形
県
に
お

い
て
も
人
口
が
百
万
人
を
割
り
込
み
、
最
低
賃
金
も
千
円
を
超
え
る
な
ど
の

分
岐
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
税
務
行
政

に
お
い
て
も
各
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
対
応
等
を
行
う
必
要
性
を
感
じ
つ

つ
、
令
和
八
年
は
明
る
く
活
気
の
あ
る
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
次

第
で
す
。

　

税
務
署
に
お
い
て
は
新
年
が
明
け
る
と
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま

す
。
税
務
署
に
と
っ
て
最
繁
忙
期
の
始
ま
り
で
す
。
期
間
中
は
申
告
す
る
納

税
者
の
方
々
で
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
か
ら
二
十
四
時
間
い
つ

で
も
申
告
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
で
は
国
税
の
手
続
き
や
業
務
の
見
直
し
、
事
業
者
の
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
皆
様
に
お

勧
め
し
た
い
の
が
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
で
す
。
毎
月
の
給
与
の
源
泉
所
得
税
は
、

金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
に
赴
く
こ
と
な
く
納
税
が
完
了
す
る
た
め
、
大

変
便
利
で
事
務
効
率
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
手
段
で
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
設
定
等
で
不
明
な
場
合
は
、
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

更
に
、
租
税
教
室
の
充
実
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
定
着
な
ど
の
重
要
課
題

に
も
公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
企
業
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
社
団
法
人 

酒
田
法
人
会

会
　
長
　
尾
沼
　
馨

酒
田
税
務
署

署
　
長
　
青
山
裕
爾

大場　弥市
駅東地区長

佐藤　憲二
中央上地区長

大泉　慶治
東部地区長

菅原　　靖
副会長・組織委員長

田中　隆一
副会長・厚生委員長

林　浩一郎
副会長・広報委員長

前田　直之
河南地区長

仲條　甚一
松山地区長

池田　　新
中央下地区長

阿部　敏則
南部地区長

斉藤　　淳
遊佐地区長

松宮　竜也
八幡地区長

阿部　正志
平田地区長

佐藤　達也
副会長・総務委員長

齋藤　英輔

副会長・組織委員長
北部地区長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
会
員
企
業
の
皆
様
よ
り
青
年
部
会
活

動
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
青
年
部
会
で
は
小
学
校
で
の
出
前
租

税
教
室
、
先
進
事
業
視
察
、
健
康
経
営
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
十
一
月
の
全

国
青
年
の
集
い
山
梨
大
会
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

で
は
全
国
の
仲
間
の
取
り
組
み
を
知
り
大
変
勉

強
に
な
り
、
租
税
教
室
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
鶴
岡
法
人
会
青
年
部
会
の
発
表
に
刺
激
を

受
け
た
大
変
有
意
義
な
大
会
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
会
活
動
へ
の
参
考
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
八
年
で
も
引
き
続
き
、
法
人
会
存
続
・

存
在
意
義
へ
の
取
り
組
み
「
部
会
員
増
強
」、

税
知
識
の
普
及
・
納
税
意
識
高
揚
へ
の
取
り
組

み
「
租
税
教
育
活
動
」、
税
の
使
い
道
に
対
す

る
問
題
意
識
と
解
決
へ
向
け
た
取
り
組
み
「
財

政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
三
本
柱
と
し
て
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

　

そ
し
て
昨
年
の
総
会
で
も
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
青
年
部
会
員
数
が
年
々
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
先
も
酒
田
法
人
会
が
持

続
的
に
活
動
し
て
い
く
為
に
も
、
青
年
部
会
員

の
増
強
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
次
世
代
を
担
う
会
員
の
ご
輩
出
・

ご
紹
介
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
健
康

と
、
会
員
企
業
の
更
な
る
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
研
修
部
会
の
活
動
に
、
格
別
な
ご
高

配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

研
修
部
会
（
三
水
会
）
は
毎
月
第
三
水
曜
日

を
基
本
に
様
々
な
講
師
の
方
か
ら
講
義
を
し
て

頂
き
、
税
制
改
正
の
周
知
や
経
理
・
税
務
の
知

識
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
例
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
は
、
通
常
総
会
後
の
特
別
講

演
会
と
し
て
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

の
方
々
よ
り
、
新
年
度
に
ふ
さ
わ
し
い
方
向
性

等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
月
は
酒
田

税
務
署
担
当
官
よ
り
税
制
改
正
、
八
月
は
酒
田

市
内
企
業
百
年
の
歩
み
と
題
し
て
、
ご
講
演
い

た
だ
い
た
経
営
者
様
よ
り
会
社
設
立
か
ら
現
状

に
至
る
ま
で
の
ご
苦
労
話
等
を
聞
き
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
九
月
は
電
子
帳
簿

保
存
法
の
施
行
後
の
現
状
と
対
策
、
十
月
は
酒

田
市
役
所
か
ら
山
居
倉
庫
ま
で
散
策
し
酒
田
の

歴
史
と
魅
力
の
再
確
認
を
致
し
ま
し
た
。
次
の

機
会
に
日
和
山
か
ら
酒
田
市
役
所
の
コ
ー
ス
散

策
を
し
て
み
た
い
と
声
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
決
め
た
事
業
を
こ
れ
ま
で
計
画
通

り
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

部
会
員
の
皆
様
と
法
人
会
事
務
局
の
お
か
げ
と

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
三
月
ま
で
の

例
会
は
、
一
月
に
税
務
署
長
講
話
、
二
月
に
経

営
セ
ミ
ナ
ー
、
三
月
に
は
経
営
者
・
経
理
担
当

者
の
視
点
で
「
財
務
諸
表
・
決
算
書
の
分
析
と

対
策
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
研
修
部
会
は
、
様
々
な
分
野
か
ら
講

師
を
招
い
て
例
会
を
行
い
、
部
会
員
の
皆
様
が

各
事
業
所
の
発
展
の
お
役
に
立
て
る
知
識
の
会

得
と
部
会
員
同
士
の
親
睦
を
大
切
に
運
営
し
て

い
き
ま
す
。
次
年
度
で
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
内

容
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
二
月
上
旬
ま
で
研

修
部
会
の
幹
事
か
法
人
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報

下
さ
い
。
皆
様
の
ご
意
見
を
前
向
き
に
検
討
し

取
り
上
げ
て
、
今
以
上
に
皆
様
会
員
の
た
め
の

会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
法
人
会
会
員
企
業
の
益
々
の
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
、
多
岐
に
わ
た

る
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
部
会
で
は
【
食
品
ロ
ス
軽
減
事
業
】
と
し

て
、
余
っ
た
賞
味
期
限
内
の
食
品
・
食
材
等
を

会
員
企
業
様
か
ら
集
め
て
「
庄
内
ち
い
き
食

堂
」
を
通
じ
て
ひ
と
り
親
世
帯
へ
配
布
す
る
と

共
に
、
年
数
回
で
す
が
調
理
等
に
も
携
わ
り
活

動
の
場
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
事

業
の
青
年
部
会
と
の
共
同
事
業
【
出
前
租
税
教

室
】
を
四
小
学
校
で
実
施
し
、
女
性
部
会
主
催

の
六
年
生
を
対
象
と
し
た
【
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
】
で
は
、
当
会
選
考
会
で
選
ば
れ
た
三
十

作
品
中
六
作
品
が
県
連
選
考
会
で
入
賞
と
な
り
、

そ
の
中
か
ら
、
続
く
東
北
六
県
連
の
選
考
会
で

は
、
最
高
賞
と
な
る
全
法
連
女
性
部
会
連
絡
協

議
会
会
長
賞
と
県
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
会

長
賞
の
二
つ
を
受
賞
し
ま
し
た
。【
健
康
経
営

目
指
し
軽
運
動
で
貯
筋
を
目
指
そ
う
！
】
は
大

好
評
で
、
是
非
多
く
の
方
に
も
ご
参
加
頂
き
た

い
事
業
の
一
つ
で
す
。
災
害
に
よ
る
延
期
と
な

っ
て
い
た
設
立
三
十
周
年
記
念
事
業
は
、
本
年

度
の
札
幌
に
て
開
催
さ
れ
た
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
課
外
研
修
と
捉
え
大
勢
で
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を

頂
き
な
が
ら
、
積
極
的
に
楽
し
く
学
ぶ
活
動
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

青
年
部
会
長

加
藤
　
成

女
性
部
会
長

小
野
木
聡
美

研
修
部
会
長

土
井
　
淳

大場　弥市
駅東地区長

佐藤　憲二
中央上地区長

大泉　慶治
東部地区長

菅原　　靖
副会長・組織委員長

田中　隆一
副会長・厚生委員長

林　浩一郎
副会長・広報委員長

前田　直之
河南地区長

仲條　甚一
松山地区長

池田　　新
中央下地区長

阿部　敏則
南部地区長

斉藤　　淳
遊佐地区長

松宮　竜也
八幡地区長

阿部　正志
平田地区長

佐藤　達也
副会長・総務委員長

齋藤　英輔

副会長・組織委員長
北部地区長
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用
に
当
た
っ
て
手
続
き
の
簡
素
化

や
認
定
に
つ
い
て
の
弾
力
的
対
応

と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
投
資

促
進
税
制
の
適
用
期
限
延
長
。

⑤
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、

事
務
負
担
の
増
大
は
特
に
中
小
企

業
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
政
府
は
強
く
認
識
す

る
。

二
　
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

①
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り

離
し
た
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制

の
創
設
。

②
取
引
相
場
の
な
い
株
式
は
評
価
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
見
直

す
。

③
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制

度
の
検
証
、
一
般
措
置
の
適
用
要

件
の
大
幅
な
緩
和
。

三
　
消
費
税
へ
の
対
応

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
め
ぐ
る
特
例

措
置
の
延
長
及
び
軽
減
税
率
制
度
と

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
影
響
や

効
果
を
検
証
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
制

度
の
廃
止
も
含
め
て
見
直
す
。

独
自
提
言
と
し
て
は
、

①
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
が
続
く
中
、

昨
年
七
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
更

な
る
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
中
小
企

業
は
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。

中
小
企
業
に
元
気
を
与
え
る
よ
う

な
支
援
策
を
強
化
す
る
。

②
若
年
層
を
中
心
に
転
出
超
過
が
続

き
、
特
に
女
性
は
都
市
部
に
出
た

の
ち
、
地
元
に
戻
る
こ
と
が
少
な

い
。
女
性
・
若
者
か
ら
酒
田
・
遊

佐
で
の
生
活
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
、

魅
力
の
あ
る
雇
用
の
創
出
な
ど
、

女
性
・
若
者
の
視
点
に
立
っ
た
環

境
整
備
を
進
め
る
。

③
名
実
と
も
に
酒
田
市
が
「
日
本
一

女
性
が
働
き
や
す
い
ま
ち
」
と
な

　

令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
書
を
、
十
二
月
一
日
㈪
、
尾
沼

馨
会
長
と
大
場
弥
市
副
会
長
（
税
制

委
員
長
）、
税
制
委
員
会
の
池
田
順

一
委
員
、
前
田
英
樹
委
員
、
鈴
木
啓

一
郎
委
員
、
荒
井
修
委
員
が
、
矢
口

明
子
酒
田
市
長
、
進
藤
晃
市
議
会
議

長
と
齋
藤
直
副
議
長
に
、
十
二
月
十

日
㈬
、
尾
沼
会
長
と
大
場
副
会
長
、

税
制
委
員
会
の
前
田
委
員
、
鈴
木
委

員
が
、
松
永
裕
美
遊
佐
町
長
、
髙
橋

冠
治
町
議
会
議
長
に
提
出
し
、
独
自

提
言
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

全
法
連
で
は
政
党
及
び
関
係
省
庁

等
に
提
言
活
動
を
行
い
、
各
単
位
会

で
は
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
独
自

提
言
も
含
め
、
自
治
体
や
議
会
に
提

言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
法
連
の
提
言
で
は
、
次
の
四
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

〇
社
会
保
障
に
充
て
る
消
費
税
の
減

税
は
慎
重
な
検
討
が
必
要　

将
来

世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
仕
組
み

作
り
を
！

〇
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
へ
の
回
帰

を
踏
ま
え
、
金
融
市
場
の
動
揺
を

招
か
な
い
財
政
運
営
を
！

○
企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料
負

担
を
抑
制
し
、
中
小
企
業
の
活
性

化
に
資
す
る
税
制
措
置
を
！

〇
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
確
立

し
、
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手

の
中
小
企
業
を
守
れ
！

【
Ⅰ
】
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

一
　
財
政
健
全
化
に
向
け
て

　

大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
有
事
の

際
で
も
、
機
動
的
な
財
政
出
動
を
可

能
に
す
る
た
め
に
財
政
健
全
化
は
必

要
。

二
　
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本

的
考
え
方

　

事
業
主
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担

を
抑
制
し
つ
つ
、
女
性
の
就
労
や
人

材
確
保
の
観
点
か
ら
、
税
と
社
会
保

障
を
一
括
し
て
議
論
す
べ
き
。

三
　
行
政
改
革
の
徹
底
等

　
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神

で
、
自
ら
身
を
削
っ
て
行
政
改
革
を

推
進
。

四
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　

制
度
の
意
義
と
具
体
的
な
効
用
を

明
示
し
、
利
用
拡
大
を
促
す
と
と
も

に
、
更
新
手
続
き
の
周
知
徹
底
を
図

り
な
が
ら
、
更
新
手
続
き
の
簡
略
化

も
進
め
る
。

【
Ⅱ
】
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

一
　
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
措
置

①
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税

率
の
特
例
十
五
%
の
本
則
化
、
適

用
所
得
金
額
の
引
上
げ

②
「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」「
少

額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の

損
金
算
入
の
特
例
措
置
」
の
拡
充
。

③
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
の
き
め

細
や
か
な
財
政
・
税
制
支
援
が
必

要
。

④
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
等
の
適

る
よ
う
、
遊
佐
町
の
「
手
厚
い
子

育
て
支
援
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
実
現
す
る
よ
う
、
目
標
達
成
の

た
め
の
各
種
指
標
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
数
値
目
標
の
達
成

を
目
指
す
。

④
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
幅
広
い

人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
の
魅
力

向
上
や
人
材
確
保
・
定
着
に
つ
な

が
る
企
業
の
取
組
へ
の
支
援
策
を

充
実
さ
せ
る
。

⑤
災
害
か
ら
地
域
が
復
旧
・
復
興
す

る
た
め
に
は
、
住
ま
い
や
暮
ら
し

の
再
建
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
等
に

加
え
、
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め

の
生
業
へ
の
支
援
も
重
要
で
あ
り
、

地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
が
早
期

に
事
業
活
動
を
再
開
、
継
続
で
き

る
よ
う
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

⑥
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
、
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
、
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
将
来
を

見
据
え
た
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を

つ
く
る
。

⑦
洋
上
風
力
発
電
酒
田
沖
の
促
進
区

域
早
期
指
定
に
向
け
、
民
間
企
業

と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

遊
佐
町
沖
の
選
定
事
業
者
に
は
、

地
域
の
発
展
・
活
性
化
、
振
興
策

に
積
極
的
に
参
画
す
る
よ
う
促
す

と
と
も
に
、
町
の
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
、
遊
佐
町
と
し
て
も
連
携

し
て
事
業
を
推
進
す
る
。

⑧
住
民
の
意
見
を
柔
軟
に
取
り
入
れ

る
な
ど
、
前
例
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
議
会
の
活
性
化
に
継
続
的

に
取
り
組
む
。

　

以
上
の
八
項
目
に
つ
い
て
、
酒
田

市
と
遊
佐
町
に
提
言
し
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　 
酒
田
市
長
・
遊
佐
町
長
・
議
会
議
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た

矢口酒田市長に提言書提出矢口酒田市長に提言書提出

酒田市議会　進藤議長と齋藤副議長に提出酒田市議会　進藤議長と齋藤副議長に提出

遊佐町　松永町長と髙橋議長に提出遊佐町　松永町長と髙橋議長に提出
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　今年度の実績を総括し、令和８年度の運営方針を
決定する第15回通常総会を次のとおり行います。

日時　令和８年５月25日㈪
　　　午後２時30分
会場　ベルナール酒田
記念講演
　南極ではたらく
　～かあちゃん、調理隊員になる～

講師　第57次南極地域観測隊　設営・調理　渡貫　淳子 氏
　　　　「悪魔のおにぎり」の生みの親

インターネットセミナーの活用を！インターネットセミナーの活用を！

☆いつでも、どこでも、好きなだけ
　ご利用いただけます
☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます
☆忙しくて研修会に参加できない方に最適です
☆社内研修や経営者の自己研鑽にご活用ください

◎視聴の仕方
酒田法人会のホームページから
インターネットを選択
【ログインはこちら】を選択
ＩＤは【ｈｊ１７０９】
パスワードは【４７７２】

◎利用状況
アクセス数 ログイン数 アクセス数 ログイン数

４月 664 92 ７月 534 67
５月 650 94 ８月 633 105
６月 573 114 ９月 575 102

（令和７年10月）

　

第
十
八
回
目
と
な
る
令
和
七
年
度

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
選
考
会
が
、
十
一
月
四
日
㈫
、

酒
田
税
務
署
長
を
お
迎
え
し
、
酒
田

法
人
会
の
会
長
と
女
性
部
会
役
員
、

青
年
部
会
長
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

十
の
小
学
校
か
ら
三
百
五
作
品
が

寄
せ
ら
れ
、
三
十
の
優
秀
作
品
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
酒
田

税
務
署
長
賞
に
は
南
平
田
小
学
校
の

佐
藤
結
衣
さ
ん
、
酒
田
法
人
会
会
長

賞
に
は
琢
成
小
学
校
の
本
間
宗
之
介

さ
ん
、
女
性
部
会
長
賞
に
は
亀
ケ
崎

小
学
校
の
竹
村
あ
か
り
さ
ん
、
青
年

部
会
長
賞
に
は
宮
野
浦
小
学
校
の
阿

部
彩
人
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
十
作
の
優
秀
作
品
は
山

形
県
連
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考
対
象

と
な
り
、
前
出
の
佐
藤
さ
ん
、
本
間

さ
ん
、
竹
村
さ
ん
に
加
え
、
南
平
田

小
学
校
の
石
黒
葵
子
さ
ん
、
亀
ケ
崎

小
学
校
の
矢
野
こ
と
埜
さ
ん
、
琢
成

小
学
校
の
安
藤
美
結
さ
ん
の
六
人
の

作
品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
南
平
田
小
学
校
の
石
黒
さ

ん
は
、
東
北
六
県
連
選
考
会
で
、
最

高
賞
と
な
る
全
国
法
人
会
総
連
合
女

性
部
会
連
絡
協
議
会
会
長
賞
に
、
亀

ケ
崎
小
学
校
の
矢
野
さ
ん
は
、
山
形

県
法
人
会
連
合
会
女
性
部
会
連
絡
協

議
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

第15回　通常総会　日程

　サイバー攻撃の傾向や個人情報が漏えいした際に求
められる初動対応、平時より備えておくべき体制整備の
ポイントを解説・紹介します。

＜ＡＩＧ損害保険㈱との共催事業＞
経営リスクとしてのサイバー攻撃
～ 経営陣が知るべきサイバー攻撃
　 個人情報漏えいの実態と初動対応 ～
〈経営セミナー〉

日時　令和８年２月18日㈬
　　　午後１時30分～３時
会場　酒田市総合文化センター　309・310
講師　ＡＩＧ損害保険㈱　中小企業セグメント営業部
　　　リスクコンサルティングユニット　リスクスーパーバイザー
　　　　永井　祐子 氏

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
決
定
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令令 和和 ７ ７ 年年 度度 活活 動動 のの ああ れれ ここ れれ

出前租税教室

女性部会健康セミナー（貯筋運動）
7月25日

税を考える週間周知事業
10月31日～11月7日

年末調整講習会
11月10日

ゴルフ交流会
7月 13日、10月 26日

6月 18日　琢成小
6月 25日　松陵小　

6月 17日　八幡小
6月 24日　富士見小

青年部会先進事業視察
10月21日

経営セミナー（電子帳簿保存法など）
7月16日、9月10日

全国女性フォーラム・課外研修（札幌）
9月18日

三水会８月例会（百年企業）
8月26日

おめでとうございます
令和７年度 国税庁長官納税表彰受彰

　多年にわたり率先して申告納税制度の普及・発展に努め、納
税道義の高揚に顕著な功績を挙げられた本会理事で、前会長の
株式会社千代田　代表取締役　池田求氏が令和７年度国税庁長
官納税表彰を受彰されました。
　長年にわたるご功績
に敬意を表し、心より
お祝い申し上げます。

納税表彰式　壇上にて

江島一彦国税庁長官（右）と
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